
昭
和
三
十
四
年
に
お
け
る
国
語
学
界
の
展
望

三z二
日

韻

お

よ

び

文

字

う
っ
か
り
お
引
受
け
し
た
が

、

後
で
そ
ら
恐
ろ
し
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。

そ
れ
は

、

今
ま
で
こ
の
種
の
仕
事
を
な
さ
っ
た
方
々
が
し
ば
し
ば
も
ら
し
て

お
ら
れ
た
繰
り

言
と
同
じ
よ
う
に

、

「
課
せ
ら
れ
た
音
韻
お
よ
び

文
字
の
分

野
に
つ
い
て

、

あ
ら
ゆ
る
論
考
に
と
て
も
全
部
自
が
通
せ
な
い

。

題
目
は
わ

か
っ
て
い
て
も 、

そ
の
発
表
誌
が
諸
種
の
事
情
か
ら
入
手
で
き
な
い

。

ま
た

こ
ち
ら
が
う
か
つ
で

、

読
み
も
ら
し
た
り

(
書
き
も
ら
し
た
り

)

す
る
こ
と

な
き
に
し
も
あ
ら
ず

。
」

と
い
う
こ
と
が

第
一

で
あ
り
、

「
音
韻
お
よ
び
文
字

と
い
う
分
野
に

、

ど
の
よ
う
な
論
考
を
収
容
す
べ

き
か

、

標
題
だ
け
で
す
て

た
も
の
の
中
に
重
大
な
関
係
事
項
が
あ
り
は
し
な
い
か

よ

が

第
二
で
あ
る

。

然
し
更
に
怖
い
の
は
「
該
当
論
文
を
誤
解
し
た
り
、

理
解
不
十
分
の
ま
h

見

当
巡
い
の
紹
介
を
し

、

あ
ま
つ
さ
え

、

そ
の
状
態
に
お
い
て
愚
評
を
く
だ
し

た
り
し
は
し
な
い
か

o
」

ま
た
「
異
な
っ
た
人
に
よ
る
同
越
の
論
考
で

、

発

表
の
先
後
を
誤
っ
て

伝
え
は
し
な
い
か

。
」

等
々
と
い
う
こ
と
で
あ
る

。

そ

ん
な
と
と
を
考
え
る
と
、

全
く
や
り
き
れ
な
い
気
持
に
な
っ
て
し
ま
う
が

、

読
者
諸
賢
よ

、

幸
い
に
御
寛
容
の
上 、

何
と
ぞ
身
構
え
を
解
い
て

、

ご
ゆ
り

と
御
目
通
し
開聞
い
た
い

。

単
行
書の
展
望

すで
に
総
記に
お
い
て
触れ
ら
れた
所
も
あるか
と
思
うが 、

個
人の
著

作
(翻
訳
を
含む)
の
中で
関
係
方
面の
もの
を
拾っ
て
み
る 。
服
部四
郎
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春

手口

男

日

「
日
本
語の
系
統」
(岩波一
月)

佐久
間
鼎
「日
本
語の
言語理
論」
(
厚

生
閣
十
月)
を
ま
ず
挙げ
よ
う。

前
者は
大竹
敏雄
氏
(
人
文
論
究一
九)

亀
井
孝氏
(文
学二
七)
馬
淵和夫氏
(本
誌お)
等に
紹
介
批
評の
あっ

た
所で
あ
る
が 、
服
部
博士の
旧
稿
十九
篇を
集め 、
厳正
な
る
比
較
言語

学の
立
場か
ら 、
音韻
体
系・島田
部
的
対立の
現象を
精
査すべ
し
と
説か

れ 、
日
本
語と
琉
球・
朝
鮮・
アル
タ
イ
諸語の
親族
関
係につ
い
て
実地

に
その
蓋
然
性
を
指
摘し
て
い
られる 。
学
問的
慎重さの
点で
は
教
訓
的

で
さ
え
ある。
一
方の
言語
年
代
学に
関す
論
(こ
れ
に
は
異
論
も
あ
る)

と
共に
味
読
すべ
き一
番で
あろ
う 。

後
者は
「V
意味と
音
韻」
の
項

が
該
当
する
が 、
音
声的
措
写に
よ
る
諮
構
成お
よ
び
語
構
成に
お
け
る
音

額の
表
現
価の
二
部よ
り
な
る 。
佐
久
間
博士の
長年
手が
け
ら
れた
ゲシ

ュ
タル
ト

心
理
学説に
基
礎をお
い
た
象
徴語の
音
声心
理
的な
方
面を
主

と
して
取
扱わ
れた
もの
で
ある 。
国
語
あるい
は
国
語
学と
銘を
うっ
た

苦
述
で
は
築
島
裕
「
国
語
学
要説」
(
創
元
社
四
月)

、

木
之
下正
雄・
上
村

孝
二
・

古
田
東
朔
「
国
語
概
説
」
(
く
ろ
し
お
社
五
月)

、

佐
伯
梅
友
「
国
語

概
説」
(秀
芙
出
版十一
月)
が
で
た 。
築島
氏の
著は
資
料
方
面に
精細

を
尽し
てお
ら
れ
るの
が
特色で 、
殊に
文
字
論は
立
派で
あ
る 。
木
之
下・

上
村・
古
田三
氏の
著は
音
韻(第三
章)
と
文
字
(
第七
章
以
下)
に
間隙
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が
あ
る
が 、
そ
れは
編
集
上の
こ
と
と
し
て 、
主に
言
語
生
活を
中
心に 、

平
易に
箇
条
書
きに
して 、
テ
キス
ト

風に
まと
め
て
あるの
が
特
色で
あ

る 。
佐
伯
博士の
著は
音韻と
文
字が
第一
第二
章に
わ
たっ
て
まと
め
ら

れ 、
立回
線の
歴
史
的
変
化に
詳しい 。
こ
れ
もテ
キス
トと
し
て
の
使
用を

考
えての
編
集で
あ
る 。

ア
クセ
ン
ト

方
面で
は
田
代
晃
「日
本
語ア
クセ
ン
ト

教
本」
(
創
元
社

九
月)
と
佐
久
間刷所「
標
、準日
本
語の
発
音ア
クセ
ン
ト」(

厚生
閤
十
月)

が
あ
る 。
前者が一
般初
級
向
きテ
キス
トで

あ
れば 、
後
者は
やh
高
級

な
実
用
音
声学の
テ
キス
ト

で 、
五
十
音
図
を
批
判し 、
掴初、準立目
節
表を一尽

し 、
さ
らに
ア
ク
セ
ン
ト

を
述べ
て
お
ら
れ
る
が 、
現
代の
評
論・
詩・
小

説・
対
話
等の
豊
富
な
資
料
実
例に
よっ
て
その
要領が一不さ
れ
て
あ
るの

が
特
色で
ある 。
ア
クセ
ン
ト

理
論の
め
ぎ
ましい
進
歩に
比して 、
実
用

方
面に
や』
立
後れの
感ぜ
ら
れ
る
昨
今 、
こ
の
よ
うな

著
述は
大い
に
怠

義ある
所と
信
ずる 。

mm
訳
で
は
ド・
巴Do
g
r
z
の
戸白口m
g問。
(
Z命
者
百円rHUωω)
が
勇
康

雄
訳
「
言語
(上)

||
構
造
言語
学
原
論
||」(研

究
社四
月)
増
山
節

夫
訳「
言
語
(
下)

||比
較
言
語
学
歴
史
言語
学
原
論
ll」(研

究
社
六

月)
の
二
冊に
なっ
て 、
そ
れ
ぞ
れ
英
語
学ラ
イブ
ラ
リ
ー叩

仏
と
し
て
公

刊さ
れ
た 。
い
ず
れ
も
解
説
的
抄
訳で
あっ
て 、
第五
章以
下
第八
章(上)

・
第二
十・
二
十一
章
(下)
が
関
係
各
章で
あ
る 。
構
造
言
語
学に
お
け

る
フ
ォ
ノロ
ジ
1の

基
礎
的
知
識を
得るこ
と
は 、
あ
た
か
も
音韻
単
位の

論が
活
液な
昨
今 、
意
義
深い
こ
と
で
あ
る 。
プ
氏の
翻
訳に
は
他に
英
語

教育シ
リ
ーズ

森
塚
文雄
訳
「
科学の
言語
面」(
大
修
館
六
月)
が
あり 、

「E
言語の
構
造」
に
も
その
学
説
を
うか

が
うこ
と
が
で
きる 。
出合門戸

玄白-
s
g
a

HL戸

沼向
O
Z仲
、H，H
C
C開(のDZ
2zoロ
C
E
P一回・
守
Z0
8
3

は
大
橋
保
夫
訳
「
音声
学」
文
庫クセ
γュ
(白
水
社七
月)
と
して
公
刊

さ
れた 。
原
蓄はフ
ランス
語の
為の
もの
で
ある
が 、
国語
学者の
協
力

の
もとに 、
日
本
語の
為の
配
慮が
加わっ
てい
るの
が
嬉しい 。
新しい

音
声
物
理
学の
実
験
結
果が
沢
山
示さ
れてい
て 、
服
部四
郎
博
士の
「
音

声学」
と
相
補いつ
つ
読め
ば 、
益
する
所
も又
大で
あろ
う 。

索引や
参

考文
献一
覧まで
完
備し
た
入
門
書で
ある 。
こ
の
よ
うな

親切な 、
また

完
備し
た
翻
訳が
公
刊さ
れた
こ
と
は 、
原
書に
ヨ
ワ
イ
国
語
学
徒
(失

礼 、
もち
ろん
例
外は
多い 。)
に
とっ
て 、
非
常な
福
音で
ある 。

文
字に
関し
て
は
字
典
類の
刊
行が
ある 。
諸
橋
轍
次「
大
漢
和
辞
典」

(
大
修
館)
も
「
虫
|

辰」
(十
巻四
月〕・「
乏
|佳」

(十一
巻八
月)
「

雨|
龍」
(十二
巻
十二
月)
と
巻を
重ね
て
終に
完
結し 、
博士四
十年

の
悲
願が
逮せ
られたこ
と
は
慶
賀に
た
えない
こ
と
で
φめっ
た 。
長
島
愛

太
郎「
古
字
書
索引(
下)」(日
本
古
典全
集
刊
行
会十
月)
は
五
面
玄
以

下が
全
部
揃い 、
研
究
者に
多
大の
便
宜を
もた
ら
し
た 。
その
他
呑
坂
順

て
イズ
ミ
オ
キナ
カ
「
漢
字の
歴
史」
(江
南
書
院四
月)
が
あり 、
西

日
本新
開が一
月一
日
以
来
連
載
中の
「
当用
漢
字
物
語」
も一
般教養と

して一
役
買っ
てい
る 。
政
府が
七
月
十一
日
付
内
閣
訓令
第一
号で
公
布

した
「
送
り
が
なの
つ
け
方」
は
文
字
表
記の
法
準を
示した
もの
で 、
国

語
審
議
会の
原
案に
もと .つ
い
た
もの
で
あっ
た
が 、
その
賛否
をめ
ぐっ

て
世
論は
轟々
と
沸い
てい
る 。
然しこ
れは
国語
問
題 、
国語
教
育に
関

する
部面が
大
き
く 、
こ
の
問
題に
関
する
辞
書 、
論文・
評
論の
類は
多

くで
てい
る
が 、
こ
こ
で
は
省
略に
従
う 。

つ
ぎに
は
資
料の
複
製につ
い
てみ
よ
う 。

金
光
明
最勝
王
経
音
義
(承
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麿
二
年
紗
本)

(
大
東
急
記
念
文
庫
三
月)

は
川
瀬
一

馬
博
士
の
承
暦
紗
木

金
光
明
最勝
王
経
音
義
解
説お
よ
び
小
松
英
雄
氏
編の
索
引
を
付し
て
公
刊

さ
れ
た 。
こ
の
替の
同
諮
資
料と
し
ての
価
値は
今
更い
うまで
もない
こ

と
で
あり 、
出H
図・
背
調・
和
訓・
字耳目等に
関する
研
究は
既に
数
篇を

超えて
発
表さ
れ
てい
る
が 、
従
来
黒
川
春
村の
模写
本
(
安
政七
年)
の

伝写に
よっ
て
僅かに
その
面
白に
接し
てい
た
わ
れ
わ
れに
は 、
こ
こ
に

コ
ロ
タ
イプ
原
寸
大の
複
製
木に
接
するこ
と
が
で
きて 、
悦び
は
また一

し
お
で
あ
る 。
次に
弘
治五
年
活
字版
朝
鮮
本
「
伊
路
波」
(香
川
大学
関

学
十
周
年
記
念
「
伊
路
波
刊
行
会
」

五
月)

が
あ
る
。

既
に
神
原
甚
造
・

小

倉
進
平・
河
野六
郎
等
諸
氏に
よっ
て
紹
介
さ
れてい
た
もの
で
は
あ
る

が 、
全
文オフ
セy
卜

印
刷と
し
て
公
刊さ
れ
た 。
い
ろ
は
四
十
七
字と 、

京上
各一
及
び
数
字を
合わ
せ
て
合
計六
十一
宇
(別
作十三
字
類
を
含

む)
の
諺文
表
記が
十五
世
紀
末の
行
額
資
料と
し
て
貴重な
わ
け
で
あ

る 。
竹
岡
正
夫
「
伊
路
波
合
用
言語
格
釈
文
問
注」
と
浜田
敦
「
弘
治五
年

朝
鮮
板
『伊
路
波』
諺
文
対
背
孜
l|国

語
史の
立
場か
ら
||」・

河
野

六
郎
「
伊
路
波の
諺
文
表
記につ
い
て
||朝

鮮
語
史の
立
場か
ら
||」

(
国
語国
文二一
九
所
収)
の
二
論
文が
付け
ら
れ
て
あ
る
が 、
互に
表
哀

を
な
し
てい
て
面
白い 。
キ
リシ
タン
資
料や
先
年
京
大
国
諮
問
文
学
会に

よっ
て
複
刻さ
れ
た
「
捷
解
新
語」
との
比
較に
よ
る
母
音
ウ
エ
オ
お
よ

び
サ
タハ
行子
音に
関
する
記
事は
重
要で
あ
る 。
高田
似
編
「
醍
醐
寺五

重
塔
壁
画の
研
究」(
吉
川
弘
文
館
三
月)
ば
学
士
院
'口
(
三
十
五
年
度)

を
得た
傑
作で
あ
る
が 、
その8
に
伊
東
卓
治
「
初
府
天
井
板の
落品川口」
が

あり 、
詳
細な
写
真十
数
莱は
その
実
態を
伝えてい
る 。

伊
東氏に
は
既

に
「
醍
醐
寺五
重塔
天
井
板の
落
書」
(
美
術
史二
四)
の
報
告が
あり 、

また
遠
藤
嘉
基
「
醍
醐
寺五
重塔の
戯
書」
(
国
語国
文二
六二)
も早
く

出てい
る 。
最
後に
多少
方
面が
違うが 、
福
沢
諭
吉
全
集
券会一
(
岩波
四

月)
に
「
文
字
之
教」
第一
・

第二・
附録が
収め
られてい
るこ
と
を
付

記し
て
こ
の
項
を
終る 。
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論
文の
展
望

(1)
立円
声
音
韻・
音
韻
史

音韻に
お
け
る
基
礎
的
論
考は 、
こ
こ
数年の
論
議を
継
承しつ
h
発
表

さ
れた
もの
が
多い 。
浜田
敦
「
国
語
音韻
論
に
お
け
る
単位と
体
系」

(
国
語国
文三
月)
はい
わ
ゆ
るメン
タ
リズム
の
立
場か
ら 、
質
的
単
位

と
し
て
音
節
を
基
礎
最小
単位と
す
るとい
う

論で
あ
り 、
メカニ
ズム
の

立
場
に
お
け
る
音
素(音
韻)
の
論と
対立
的立
場
に
あ
る
も
の
で
あ

る 。
閉
音
節
尾
論の
提
唱
者で
あっ
た
浜田
氏が
〈「カ
ク
(
書く
こ
と
云

う
単語
を
Er'c
と
分
析し
r
与
を
語
幹 、
ロ
を
語
尾と
する
様な
や

り
方-
:

それ
が
日
本
人の
「
意
識」 、
つ
まり「
国
語
意
識」
に
叶っ
た
分

析か
ど
うかは

疑わ
しい
の
で
は
ない
か
と
思
う 。V

(
二ニ
P)
と
述べ

て
お
ら
れ
る
あた
り 、
や
や
矛
盾めい
た
もの
を
感じ
ない
わ
けで
は
ない

が 、
わ
た
くしの

期待は
適
時
論
的に 、
ま
た
共
時
論
的に
どの
範
囲に
適

用を
見 、
発
展す
るかに
あっ
た
が 、
果し
て
氏の
「
音語
論」(国
語国
文
十

一
月)
は
右の一
回答で
あっ
たと
思
う 。
日
本
語の
音
鎖的最
小
単位と

し
ての
音
節の
上
位
単位と
し
ての
背
語の
性
格は
八パ
ロ
lル

的
存
在で

あ
る
が 、
実
際は
怠味
的
単位で
あ
るか
らラン
グ
的
性
格
を
担う 。
文
法

論
で
ラ
ン
グ
的
単
位
で
あ
る
は
ず
の
訴
が
音
韻
論
で
は
バ
ロ
ー
ル
的
単
位
で

あ
る
音語に
ほ
ぼ
該当
する 。V
(六P)
とい
うこ
と
で
やめ
る 。
ソスュ
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ー
ル
の
ラ
ン
グ・
パ
ロ
l

ル
の
概
念
か
ら
す
れ
ば 、
少
し
釈
然
と
し
な
い
節

も
あ
る
し 、
品目
語
が
文
法
論
の
文
節
に
あ
た
る
か 、
語
に
あ
た
る
か 、
明
篠

で
な
い
点
も
あ
る
が 、
先
述
の
ブ
ル

今
ィ
ー

ル
ド

氏
さ
え
も
「
フ
ォ

ニ
l

ム
の
区
別
は
個
々
の
言
語
に
お
い
て
ち
が
う 。」

(
言
語
上
二一
P
勇
氏
訳)

と
い
っ
て
い
る
か
ら 、
浜
田
氏
の
体
系
論
の
発
展
に
期
待
し
た
い
も
の
で
あ

る 。
こ
れ
に
関
し
福
永
静
哉
「
国
語
音
韻
論
に
お
け
る
作
業
単
位
に
つ
い

て」
(
女
子
大
国
文一
五)
は
浜
田
説
へ
の一
反
論
で
あ
る
が 、
そ
の
理
由
と

し
て
1 、

活
用
に
お
け
る
母
音
交
替
の
観
察
2 、

五
十
音
図
の
組
織
3 、

音

便
形
の
説
明
等
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る 。
2、
は
か
な
ら
ず
し
も
国
語
本
来
の

音
韻
意
識
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
が 、
浜
田
氏
と
の
立
場
の
違
い
が
如
実
に

感
ぜ
ら
れ
る 。
こ
の
様
な
中
で
前
田
正
人
「
い
わ
ゆ
る
国
語
の
音
韻
体
系
に

つ
い
て」
(
研
究
集
録
加

||
補
選
多
照

||)
も
ま
た
期
待
さ
れ
て
よ
い 。

服
部
四
郎
「
最
善
の
音
韻
論
的
解
釈
は一
つ
し
か
な
い
と
い
う

作
業
仮
説
に

つ
い
て」
(
本
誌
幻)
「
発
話・
文
形
式
に
つ
い
て」
(
同
上)
前
考
は
亀
井

孝
「
最
善
の
音
韻
論
的
解
釈
は一
つ
し
か
な
い
と
い
ふ
作
業
原
則
に
対
し

て」
(
本
誌
担)
に
対
す
る
回
答
で
あ
り 、

小
松
英
雄
氏
が
三
十
三
年
度
展

望
欄
(
お
・

五
四
P)
に
紹
介
し
て
お
ら
れ
る 。
お
互
に
こ
と
ば
尻
に
拘
泥

さ
れ
過
ぎ
た
感
が
な
い
で
は
な
い
が 、
結
着
が
学
問
の
デ
ィ

ス
ポ
ジ
シ
ョ
ン

の
違
い
で
あ
れ
ば 、
読
者
も
も
う

十
分
わ
か
っ
た
と
い
う

所
で
あ
ろ
う 。

後

考
は
三
十
二
年
度
展
望
総
記
(
本
誌
お)
に
お
け
る
阪
倉
篤
義
氏
の
ア
タ
タ

カ
イ
、
(
終
止
形
述
語
文
型)
に
対
し
ア
タ
タ
カ
イ
ノ
は
迷
体
形
述
語
文
型

に
よ
る
質
問
背
調
で
は
な
い
か
と
の
意
見
に
答
え
ら
れ
た
も
の 。
形
容
動
詞

の
場
合
シ
ズ
カ
ナ
ノ
が
な
い
こ
と
よ
り 、

か
え
っ
て
終
止
文
型
と
連
休
文
型

を
認
め
ず 、
統一
的
に
終
止
文
型一
本
と
す
る
説
の
よ
う
で
あ
る 。
私
か
に

思
う
に 、

指
定
辞
を
と
っ
た
判
断
文
「
こ
れ
は
本
、
.
こ
れ
は
本
V
\

こ

れ
は
本
乙
ま
た
こ
れ
に
準
じ
た
「
こ
れ
は
君
の
、
・
こ
れ
は
君
の

~γ
こ

れ
は
君
の
ノ」
等
の
例
か
ら
も
同
様
に
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か 。
田

中
春
美
「
通
時
背
綴
論
の
試
み」
(
言
語
学
論
叢
l)

は
ソ
ス
ュ
l

ル
の
い

わ
ゆ
る
通
時
態
と
共
時
態
と
は
峻
別
可
能
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
説
き 、

適
時
音
韻
論
の
と
り

扱
う

研
究
対
象
は
体
系
と
機
能
の
変
化 、
機
能
の
変
化

に
伴
う

体
系
構
造
の
変
化
の
相
関
的
立
体
的
把
握
で
あ
る
と
し 、
そ
れ
を
外

国
語
の
用
例
に
よ
っ
て
方
法
論
の
上
に
説
か
れ
た 。
サ
ク
マ
カ
ナ
エ
「
語
構

成
に
よ
る
音
韻
の
表
現
価」(
文
学
論
藻
日)
は
音
声
表
象
の
語
を
基
幹
と
し

た
心
理
的
表
現
価
値
に
つ
い
て
の
論
で
あ
り 、

博
士
の
お
得
意
と
せ
ら
れ
る

学
説
の一
つ
で
あ
る 。
上
述
の
「
日
本
語
の
言
語
理
論」
の
中
の「
意
味
と
音

韻」
の
項
と
共
に
読
む
べ
き
も
の 。
池
田
義一
郎
「
音
声
象
徴」
(
人
文
京

大
教
養
部
6)
は
日
本
語
と
英
語
の
場
合
の
比
較
的
研
究
で
あ
る 。
亀
井
孝

「
春
鷲
鳴」
(
本
誌
鈎)
も
同
様
な
問
題
を
と
り

扱っ
た
垢
抜
け
の
し
た
論

考
で
あ
る 。
烏
の
哨
声
の
擬
声
語
を
〔
p・
t
-
K〕
の
子
音
の
根
幹
よ
り

成
立
す
る
と
し
て 、
こ
れ
を
古
代
の
音
韻
に
ま
で
糊っ
て
説
か
れ
た
も
の
で

あ
る 。
お
て
も
や
ん
節
の
「
ピ
l

チ
ク
パ
l

チ
ク
ひ
ば
り
の
子」
が
思
い
だ

さ
れ
る 。
石
垣
幸
雄
「
ウ
ツ
シ
の
母
音」
(
計
量
国
語
学
9)
は
象
徴
語
に

あ
ら
わ
れ
る
母
音
を
「
うつ
し 、
み
き 、
し
ん 、
っ
き」
の
四
部
位
に
分
ち 、

そ
の
組
合
せ
に
よ
る
諸
形
式
の
出
現
率
を
名・
動・
形
容
の
各
品
詞
お
よ
び

「
うつ
し」
の
四
つ
に
対
し
て
計
量
的
に
算
出
し
よ
う
と
す
る
企
て
で
あ
る 。

音
韻
の
各
論
で
は
伊
理
正
夫
「
背
戸
学
に
お
け
る
数
学
的一
方
法

||
特

に
日
本
語
の
母
音
に
関
連
し
て

||」
(
言
語
研
究
お)・
佐
久
間
鼎「
中
舌
母

音
に
つ
い
て」(
音
声
学
会
会
報一
O
O)
は
共
に
母
音
に
関
す
る
立
場
の
異
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なっ
た
観
察で
あっ
た 。
伊理
氏の
の
は
母
音の
フ
ォ

ル
7
ン
卜の

周
波
数

.
強
度を
座
標
軸の
上に
示し 、
服
部
博士の
母
音図
表(
小
林
理
学
研
究
所

報
告七
ノ
こ
と
対
比し
た
数
理
的
観
察 、
佐
久
間
博
士の
の
は
中
舌
的ウ

.
イの
音
声につ
い
て口
蓋
図・
フ
ォ

ル7
ン
卜の

座
標
軸
上の
観
察
等
実

験
音
声
学の
結
果を
示し 、
後に
上
代日
本一話の
特殊か
なづ
かい
の
音
価

推
定に
対する
態
度に
つ
い
て
批
判を
述べ
て
お
ら
れ 、
一
寸
耳に
痛い 。

音
韻
論で
は
ない
が
川
端
善
明
「
動
詞の
活
用
H
||むし

ろ
〈0
5
の
論

の
前
提に
||」(国

語
国
文
十二
月)
に
は
動
詞の
活
用
形
を
母
音ご
とに

意味
職
能と
結び
付
けよ
うと

す
る
現
象
学
的
試み
で
注
目
さ
れ
る
が 、
少

し
文
章が
晦
渋なの
が
難 。
子
苛で
は
小
林
智
賀
平
「
子+
母+
子」
構
造

の
音
韻論
的
対立
(音
声
学
会
会
報一
O
O)
は
英
語に
お
ける
三
十二
母

音と
二
十六
子
音を
組み
合せ 、
普門韻
論
的
対立
を二
十六
項
目に
分っ
た

もの
で
あ
る
が 、
日
本
語の
場
合に
も
応
用
さ
れ
るべ
き
方
法で
ゐろ
う 。

昭
和三
十四
年
を
象
徴する
かの
如
き
論
文に
川
上
奏「
皇
太
子妃の
音
声

問
題」(音
声
学
会
会
報九
九)・
楳
垣
実
「カ
行
鼻
濁
音につ
い
ての
疑
問」

(
言語
生
活位)
が
あ
る 。
皇
太
子
妃
(
当
時正
田
美
智
子
嬢)
が
ガ
行
鼻

濁
音を
発
音さ
れ
なかっ
たこ
とに
対する
池
田
弥三
郎
氏の
注
文に
端
を

発するの
だ
そ
うだ
が 、
川
上
氏は
そ
れが
短
時日
の
内に
矯正
さ
れたの

は
さ
すが
お
見
事と
讃え 、
楳垣
氏は
ガ
行
鼻
濁
音なん
か
気に
し
ない
で

お
使い
な
さい
と
慰め
た 。
もち
ろ
ん
群
馬・
佐
賀・
東
京とい
うガ

行
鼻

濁
音に
速い 、
あ
るい
は
遠の
きつ
つ
あ
る
環
境に
よ
る
もの
で
あ
ろ
う 。

こ
との
起
りは
少し
お
せっ
かい
が
ま
し
かっ
た
が 、
と
もか
くめ
で
たし

め
で
た
し 。

以
下
音
韻
史の
各
論につ
い
て
眺め
よ
う 。

上
代か
ら
列
挙すれ
ば
馬
淵

和
夫
「
上
代
中
古に
お
け
る
サ
行
音の
音
価」
(国語と
国文
学一
月)
同

「
上
代タ
行
子
音の
音価につ
レ
て」
(
国
文
学
言語
と
文
芸一
月)
が
あ

る 。
前
考は
有坂
博士の
「
上
代に
お
ける
サ
行の
頭
音」
(国
語
音
韻
史

の
研
究
所
収)
の
説の
批
判に
は
じ
ま
り 、

在
唐
記の
解
釈 、
上
代
特殊か

なづ
かい
の
崩
壊
服
序・
源
氏
物語に
お
ける
字
音
表記 、
の
三
方
面よ
り

従
来の
Z(ζ)
よ
り
も
Jに
近い
もの
と
推
定さ
れ
た 。
有
坂
学
説の

周
到な
批
判が
見ら
れ 、
立
派で
ある
が 、
在
唐
記の
解
釈 、
草
仮
名の
字

音
資
料等に
も
問
題が
残る
よ
うで
あ
る
か
ら 、
サ
行
者の一
つ一
つ
につ

い
て
なお
論
議をつ
くし
たい
もの
で
ある 。
後
点々は
悉
曇
蔵と
在
唐
記が

そ
れ
ぞ
れ
影
響を
蒙っ
た
宗
叡・
宝
月の
伝
授
音t
とt・の
相
異
を
説
き 、

当
時の
タ
行
子
音は
後口
蓋歯
音
〔
ち〕
で
あっ
た
と
推
定し 、
Jと
Bの

両
方が
ζ・"
に
近づ
い
た
との
解
釈で
ある 。
森
山
隆
「
上代に
お
ける

エ
列乙
類の
性
格」
(語
文
研
究八)
泉
井久
之
助
博士のエ
列
音に
関
す

る
説(
上
代日
本語に
お
ける
母音
組
織と
母音
交
替)
を
検
討しつ
h
エ

列
乙
類
音はエ
列
甲
類と
と
もに
上
代以
前の
音
韻体
系の
中に
実
存し 、

e
ve
の
変
化の
傾
向の
中に
上
代に
入っ
た 。
従っ
て 、
上
代のエ
列
音

は
すべ
て
が
ど
ま
た
は
呂
の
第二
次的
派
生
で
は
ない
と
する
説で
あ

る 。
さて
上
代とい
えば
亀
井
孝「
虹二
題」(
本
誌羽)の一
つ
「
万
葉の

ね
じ考自(

東
部)」
は
ヌ
ジ
が
今に
方
言とし
て
東北に
残り 、
中
央
語のニ

ジ
と
対
応する
が 、
母
音の
対立か
らは
例外で
あ
る
とい
う

問
題の
提
起

で
ある 。

鎌
倉以
後
近
古に
と
ん
で 、
平
曲
を
対
象
とし
た
金田一
春
彦「
平
曲の

音
声
上
下」(血目
声
学
会
会
報九
九・一
O
OJ
近
藤
攻美「ま
ろ
うど

考
||

平
家正
節に
お
ける
||ヒ
ト・

||ビ
卜の

音
便
形の
最
後の
モ
!
ラの
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昭和三十四年におげる 国 語学界の展望ー音韻および文字ー

清
濁に
つ
い
て
111」(国

語
国
文
学二)
を
見る 。
前
者は
今日の
演
奏上

か
らみ
た
発
声
法に
つ
い
て 、
開
合の
混
乱 、
サ
プロ
ー

は
女
性
語 、
ア
ク

セ
ン
トは

前
期
京都ア
クセ
ン
ト

を
伝えてい
る
等の
所
見
(所
聞)
が
述

べ
ら
れ 、
後
者は
前
回
流平
曲
「平
家正
節」
(東
大
本)
に
よ
り 、
7
ロ

ー
ドの

第四モ
1
ラ
が
実は
清
音で
あっ
て 、
そ
れは
江
戸
初
期まで
第三

モ
l
ラの
ウが
滞
鼻
音と
し
て
発且目さ
れてい
た
もの
で
あっ
たと
の
説で

あ
る 。
声
明に
関
する
もの
に
頼
惟
勤
「
諸
天
漢語
讃につ
い
て」
(人
文

科
学
紀
要
十二)
が
ある 。
天
台
声
明につ
い
て 、
文
字の
清
濁四
声
陰
陽

な
ど
中
国
声
調
論の
立
場か
ら 、
その
節づ
けの
原
理
を
考
察さ
れ
た
もの

で
あ
る 。
因みに
金
田一
森
彦「音韻
史
資
料と
し
ての
真
言
声
明」
(+

月
公
開
講
演)
は
実
演に
関
する
見
聞で
あっ
た 。

キ
リ
シ
タ
ン
関
係
資
料
に
つ
い
て
は
森
田
武
「日
葡
辞
書に
見え
る

〈82
ぐ0
2Mggロ
につ
い
て」
(
国
文
学
致幻)
河
野
亮
「
縫
葡日
対
訳

辞
書の
日
本
語
ーーー今日の

清
濁と
異な
る
||」

飯田
道
夫
「i
と
e
の

交
替に
つ
い
て」(共に
音
声学
会
会
報一
O
こ
鎌田
広
夫
「
天
草本
伊

曽
保
物
語に
見え
る
宮
と
2
の
表記」
(国
学
院
雑
誌
十二
月)
等が

あ
る 。
森
田
氏の
論は
オハ
ス
に
あ
た
る
表記に
〈8
と
〈OE白
の
二
種

類の
あ
るこ
と
を
指
摘し 、
一
つ
は
ぞん
ざい
な 、
一
つ
は
丁
寧な
発
音で

あっ
たこ
と
を
他の
用
例よ
り

帰
納
実
証さ
れ
た
もの 。
河
野
氏の
論は
五

十
音
順に
今日の
清
濁と
異なっ
た
語
奨を
排
列し 、
更に
清
濁両
用 、
複

合
語の
場
合の
連
濁の
有
無
等
を
観
察さ
れ
た
もの
で
あ
る
が 、
清
濁に
は

方
言
的な
要
素
も
考
え
ら
れ
るの
で
は
な
か
ろ
うか 。

飯
田
氏の
論はコ
ッ

クス
の
日
記
(UE
ミ
口町
HCn
Z
え
の円高官HmHω
l

gNω)
の
中に
見
ら

れ
るi
v
e-
e
vt
の
用
例
約四
Oに
つ
い
てe
が
有
勢で
あっ
たとい

う
もの 。
鎌田
氏の
論は
宮・
2
の
区
別は
活用
語
尾に
』へ
その
他の

不
変
化
部
位に
は
E
が
用い
ら
れ
た
が 、
そ
れは
音韻の
相
異で
は
な
く

て 、
活
用語
尾のロ
ーマ

字で
の
綴り
方の
統一
に
あっ
た
とい
う 。
ま
た

キリシ
タン
資
料を
その一
部に
用レ
た
論
考に
は
亀
井
孝「
骸
悔
考・
女

郎
考」(
本
誌お)
が
あり 、
橋本
四
郎
「
行くの
音便」(女
子
大
国文臼)

もこ
こ
に
入
れて
紹
介させ
て
頂こ
う 。

亀
井
氏はい
わ
ゆ
る
ザン
ゲ
(
倣

悔)
は
サン
ゲの
形で
キ
資料に
見え 、
そ
れが
ザン
ギ
サン
ゲ
(
倣惚
償

悔)
の
熟
合か
ら「
ザン
ギ
ザン
ゲ」
と
なっ
たとい
い 、
女
郎
は
上
藤V
上

郎V
女
郎とい
う
令官252
8(傾
械
を
傍
証と
す
る)
の
結
果と 、
キ

資
料
等に
も
見
え
る
四つ
仮
名の
混
乱
とに
よっ
て
生じ
た
諾(字
面)

で
ああとい
わ
れ
る 。
亀
井氏
に
は
後に
「(お)
じ
よ
う

(さ
ん
と
と

ιo
E
E
関係に
おい
て
考
察し
た「女
郎
考
追記」(
本
誌鈎)
が
ある 。
橋

本
氏は
「
行く」
が
カ
行四
段で
促
音
便
形をと
るに
至っ
た
事
情は 、「
イ

キ
テ
V
イ
イテ」
の
形が
「
言イ
テ」
と
混
乱
する
為 、
「入ツ
て」
との

混
乱
を
認め
な
が
ら
も
「
行ッ
テ」
の
形をと
る
よ
うに
なり 、
入
どアは

ハ
入ッ
テ
と
なっ
て一
往
その
混
乱を
脱却し
たこ
とに
よ
る
語
業
論的
所

産で
あるとの
説 。
つ
ま
り

音韻
変化
(
橋
本
氏は
文法
的とい
わ
れ
る。)

を
認め
ない
とい
う立

場で
ある 。
一
往
筋が
通っ
た
好
論で
あると
思
う

が 、
関
西に
「
行て」
(促
ま
ら
ない)
が
あっ
た
り

する
点か
ら 、
方
言

的
考
察を
加
味さ
れて
はい
か
が
で
あろ
う 。

朝
鮮
関係で
諺
文
資
料に
よ
る
論
考に
上
述の
「
伊呂
波」
につ
い
て、浜

田・
河
野両
氏の
もの
が
あ
り 、

昭
和三
十三
年
京大国
語国
文
学
会が

開
講五
十
周年
記
念
事
業の一
と
して
複
製し
た
「
倭語
類
解」
に
つ
い

て 、
土
井
洋一
・

浜田
敦・
安田
章
「
倭語
類
解
考」
(国語
国文
九
月)
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が
で
た
が
「
背
韻をめ
ぐ
る
諸
問
題」
は
十一
項
目に
わ
た
り

難
問題が
提

示さ
れてい
る 。
大
き
く

絞れば 、
表
記
上の
不
統一
に
帰
すると
思
う

が 、
殊に
「
伊呂
波・
捷
解
新
語・
海
行
捻
載 、
伊
呂
波
間
音」
更に
キ
リ

シ
タン
文
献との
比
較
的
考
察は
見るべ
きで
あ
ろ
う 。

複
雑な
編纂
事
情

も
考
慮
すべ
きで
あ
ろ
うし 、

一
面
方
言の
問
題
(例え
ば
grr
g
八
裁

判V
な
ど
北
九
州)
も
介
復
する
やに
思
う 。

漢
字
音資
料に
よ
る
もの
に

は
大
友
信一
「
黍
斡
準語に
よ
る
国
語
背の
研
究」
(
文
芸
研
究犯)
福
島

邦
道
「日
本
寄
語
語
解」
(
本
誌お)
が
ある 。
大
友
氏の
研
究は 、
宝
暦

十四
年
来日の
朝
鮮
使
節の
筆
談
資
料で 、
オ
段ウ
段ハ
行
音に
その
特色

が
見ら
れ
るが 、
他
文
献との
比
較が
ほ
しい
所 。
福
島
氏の
は
遂語
的
吟

味で 、
詩
家の
説 、
殊に
浜田
氏の
「n
木
寄語
解
説
試
案」(人
文
研
究
昭

二
六・
こ
を
改め
た
点が
目
立つ 。
例の
手ま
め
な
考
察で 、
特に〔
下〕

の
開
合 、
鼻
音語
尾と
濁
音の
関
係に
は
力が
縫っ
てい
る 。

その
他
主と
し
て
理
科
学的
実
験
音
声
学に
関する
論
文で
管
見に
入っ

た
もの 。
小
野
成
人
「リン
ガ
フォ
ン
と
音
声
学」
(音
声
学
会
会
報
九
九)

吉
沢
典
男
(ソ
ナ
グラフ
に
よ
る
背
芦
研
究につ
い
て」
(国
語
研
究ロ)

弘田
仁
茂
「
歯
科
的に
見た
発
音の
問
題」
(
言
語
生
活似)
観
音
電
気
装

置
第一
第二
報
(音
声
学
会
会
報九
九・一
O
O)
な
ど
を
紹
介させ
て
頂

，t 。(2)
ア
クセ
ン
ト

ア
クセ
ン
トの

論
文
も
多くで
た 。
然し
その
大
部は
方
言的
調
査に
も

とづ
く
もの
で
あ
るか
ら 、
そ
れ
ら
は
剖
愛させ
て
頂
き 、
その
他の
主と

し
て
総
括
的・
史
的と
り
あっ
かい
の
論
考につ
い
て
見て
行
きたい 。

総
括
的
論
考で 、
日
下
部
文
夫
「日
本
語の
ア
クセ
ン
ト」

(
言語
研
究

お)
は
ア
クセ
ン
ト

素(
核)
の
位
置を
付
属語モ
l

ラか
ら
逆
算し
て
決

め
る
方
法に
よっ
て 、
その
本
質をた
だ
し 、
ア
体
系の一
貫し
た
秩
序を

観
察し
て 、
従
来の
諸
説を
検
討さ
れた
力
作で
ある 。
川上
奏
「
標
準ア

クセ
ン
ト

習
得の
急
所」(音
声
学
会
会
報一
O
O)
も
逆
算
法に
よ
る
動
詞

ア
核の
位
置の
決め
方ゃ 、
複
合の
場
合の
変 、
不
変を
法
則
化し
て
お
述

べ
で
ある 。
楳垣
実
「ア
クセ
ン
ト

変
化
過
程の
実
態
||理

論
篇
111」

(帝
塚山
短
大
研
究
年
報
七)
は
ア
変化に
関
する
諸家の
説を
掲げ 、
ア

推
移の
要
因お
よ
び
ア
変化の
過
程を
新しい
観
点か
ら
批
判し 、
更に
分

析
的に
理
論づ
け
よ
うと
し
た
試み
で
ある 。
聴
取
者 、
表
現
者に
お
け
る

動
きの
許容
差 、
言語
外
言語
内
要
因等
心理
的な
面に
まで
わ
たっ
て
詳

細に
述べ
て
お
ら
れる 。
ア
クセ
ン
トの

史
的研
究で
関一
雄
「ア
クセ
ン

トか
ら
見た
古
代の
複
合語と
複
合動
詞」
(未
定
稿6)
は
中
古ア
資
料

に
よっ
て 、
複
合語
(五
音
節語
乃
至三
音
節語)
の
音
節の
位
置を
確か

め 、
こ
れ
を
類
別し
て 、
一
般の
複
合語の
複
合アは
当
時の
基
本アに
実

現し 、
原ア
を
残
存
するに
は
それ
ぞ
れ
強
弱が
あっ
た 。
多くの
複
合
動

詞の
中で 、
原ア
を
保
有し 、
ア
山をこっ
持つ
もの
は
背
戸
学
的に
も
変

則で
あ
り 、

複
合
状
態が
弱い
もの
で
ある
と
さ
れ
る 。
一
つ
の
資
料を
対

象
と
し
た
古
代アの
研
究に
は
桜
井
茂
治
「三
巻本
『色
薬
字
類
抄』
所
載

の
ア
クセ
ン
ト
||形

容
詞・
サ
変動
詞につ
い
て
l|l」(国

学
院
雑誌
四

月)「
漢語ア
クセ
ン
トの

国
語
化
lll主と

し
て
『出
合』
以
前につ
い
て

||」(
同九
月)
小
松
英
雄
「平
安
末
期
畿内
方
言の
音調体
系
ω」(
本
誌

鈎)
等が
あ
る
が 、
桜
井
氏の
前
考は
色
葉
字
類
抄に
お
け
る
平
声軽の
音

調を
認め 、
その
音
調体
系を六
戸と
さ
れ
るの
で
あっ
て 、
小
松
氏が
承
麿

紗本
金
光
明
最
勝王
経
音
義を
対象
と
し
て
その
声
調が
東(平
軽)・
徳
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昭和三 十 四 年にお け る 国 語学界の展望ー音領および文字一

(
入
軽)
を
加え
て
六
告で
あっ
たこ
と
を
確
証
さ
れ
たの
と
対比
さ
れ
て

面
白い 。
小
松
氏は
平
軽と
上
声との
関係につ
い
て 、
一
往
別
個の
音
調

と
し 、
こ
れに
従っ
て
二
音
節
名
詞を
七
類(一
類
欠)
に
分っ
て
観
察し 、

平
平
軽・
平
上の
二
型の
相
違につ
い
て
従
来の
諸
説
を
挙げて
検
討して

お
ら
れ
る 。
(
補
遺
多
照) 。
桜井
氏の
後
考は
漢
語ア
が
漸次
和
語ア
の
体

系に
同
化し
て
「い
で
あい」
の
時
機に
連なっ
て
ゆ
く

姿
を
明
らかに
し

た
もの
で 、
三
巻本
色
葉
字類
抄と
声
明の
四
座
構
式と
の
比
較
研
究で
為

る 。
対
象と
し
た
二
資
料の
位
相
も
音
調
表
示に
関
係が
ありは
し
ない
だ

ろ
うか 。

な
お
奥
村三
雄
「
倶
舎
論
音
義
和
訓の
ア
ク
セン
ト」

(岐
阜
大

学
研
究
報
告八
人
文
科学
V8)
は
如
意
輪
寺
本
系の
古
梓
堂文
庫
本の
転

写
本
(
京
大国
文
研
究
室
本)
を
対
象に
鎌
倉
初
期の
アの
実
態
調
査で
あ

る 。
金田一
氏の
第一
期ア
体
系に
属する
もの
と
断ぜ
ら
れ
た 。
去
声
音

節の
語の
第一
音
節が
二モ
l
ラ
(例へ
ミ

「蛇」
Hへ
ンピ
(ミ))
の

もの
が
あっ
た
こ
と 、
平
と
入と
の
相
通じ
る
例の
あっ
たこ
と
等の
考
察

が
あ
る 。
井口
有一
・

堀
井
令以
知・
中
弁
和
子
「尼
門
跡の
言語
環
境に

つ
い
て」
(西
京
大学
学
術
報
告人
文叩)
こ
こ
に
出
すべ
きか
や
や
疑
問

で
あ
る
が 、
特
殊な
閉鎖
階
層の
社
会に
残存
する
古
風な
音
声
言語
生
活

に
つ
い
て
の
観
察で
あっ
て 、
「ゴ
ゼ
ンへ
の
新
年の
ご
祝
儀
申
し
入れ」

は
ア
符がつ
け
ら
れ
てい
て
資
料
的に
重
要 。
い
かに
も
京
都な
らで
は
と

いっ
た
研
究で
あ
る 。
以
上の
如きア
史
の
研
究の
発
達は
古
代
詩をと
り

扱
う

際
音
調
を
抜
きに
し
て
は 、
も
早
重
大な
片
手
落ちに
な
る
程
度に
ま

で
なっ
て
きた
こ
と
をつ
くづ
くと

感じ
させ
ら
れ
る 。

和田
実
「
関
西ア
クセ
ン
トの

印
象」
(音
声学
会
会報
九
九)
は
関
西

アの
印
象
を
表
現し
たこ
と
ばの
批
判検
討で
あ
る 。

W
A
グロ
l

タ
lス

「千
楽
県ア
ク
セン
トの

言語
地
理
学
的研
究」
(本
誌幻)
こ
れは
数
あ

る
方
言的ア
調
査の
中で
も
方
法
論その
他
根本
的
問
題を
苧む
意
味に
お

い
て 、
特に
紹
介
する 。
八
日
本語の
ア
ク
セン
ト

史の
ある
段階を 、
も

っ
ぱ
ら
方
言分
布の
地
理
学
的
分
析に
よっ
て
再構
しよ
うとい
うの

がこ

れか
らのべ
る
研
究の
目
的で
あ
る 。V
とい
う
冒
頭の一
句か
ら
もその

意
図が
判
断で
きる 。
加
藤
信昭
氏の
調
査
資
料に
もとづ
き
基
本
語
実二

十
数
例につ
い
ての
ア
地
図を
示し 、一房
総アの
特
殊
性
を
指
摘し 、
東
京

アの
新しい
変
形
(ア
山が
母
音によっ
て
移
行し
た)
で
ある
と
し
た
金

田一
氏の
旧
説を
地
理
学
的
方
法に
よっ
て
批
判し
て 、
東
京ア
と
は
別の

古い
アの
残存
型が
東
京アに
よっ
て
地
域的に
圧
縮さ
れ
て
存する
もの

と
し
た 。
こ
こ
に
用い
た
グ
神
父のい
わ
ゆ
る
新しい
方
法は 、
い
わ
ば
日

本の
従
来の
ア
研
究
乃至
調
査へ
の
鋭い
批
判で
あると
も
見られ
る
が 、

こ
れに
対する
金田一
氏の
回
答は
「一房
総ア
クセ
ン
ト

再
論」(本
誌ω)

と
なっ
て
述べ
ら
れ
てい
る 。
と
も
あれ
当分ア
学
界を
賑わ
し
そ
うな

議

題が
生じ
たこ
とに
な
ろ
う 。

以
上の
ほ
か 、
和
永一
技
「
台
詞の
ア
クセ
ン
ト」

(
言語
生
活但)
藤

田
敏
彦
「ア
ク
セン
トの

問
題
ll国語やつ

あた
りの
中か
ら
||l」(い

ず
み
お)
等
興
味
深い
論が
あるこ
と
を
付加
させ
てい
た
だ
く 。

(3)
文
字お
よ
び
その
音
訓

こ
こ
で
は
国
語
問
題 、
国
語
教
育に
関する
論を一
往
切
離
そ
うと

思
う

が 、
薮然と
し
た一
線
を
画
するこ
と
は
実は
困
難で
ある 。
字
体につ
い

ての
諸
論 、
林
大
「
漢
字の
字体と
正
誤」 、
有
賀憲三
「臼
中両
国の
略
字

につ
い
て
ーーその

統一
の
限
界を
さ
ぐ
る
||」 、

村
尾
力
「
中国
文
字

改
革の
諸
問
題」(以
上こ
とば
の
研
究)
等い
ず
れ
も
国語
問
題に
関
連す
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る
が 、
林
氏の
論は
漢
字を
書
法
上か
ら 、
基
礎
的
事項
を
解
説し
て 、
終

りに
字
体の
部
分一
覧を
掲
げ
た
もの 。
日
常お
ろ
そかに
し
てい
る
漢
字

の
知
識
を
新たに
させ
ら
れ
る 。
有
賀
氏と
村
尾
氏の
は
更に
国
字
問
題に

直
結し
た
もの
で
あ
る
が 、
漢
字の
本
土た
る
中国
に
お
け
る
事
情を 、
前

者は
略
字に
つ
い
て 、
共
通
あ
るい
は
相
違
する
例を
掲
げ 、
後
者は
その

国
語
政
策につ
い
て
概
説し
て
ある 。
仮
名の
字
体につ
い
て
は
木
村
邦
夫

「
平
仮名の
発
生と
その
字
源」
(研
究
集
録却
ll補遺

多
照
||)

が
あ

り
大
久
保
強
「
王
朝
文
学と
か
な
文
字」(王
朝
文
学二)
は
文
学の
位
相の

上か
ら
草か
なの
特
徴
を
説
明し
た
もの
で
あ
る 。
仮
名の
資
料は
訓
点
語

研
究の
方面に
最
も
多
く
あ
らわ
れ
てい
るこ
と
は
当
然で
あっ
て 、
大
坪

併
治
「
大東
急
記
念
文
庫
本
大乗
広百
論
釈
論
承和
点に
つ
い
て」
(
本
誌

幻)
吉田
金
彦「
訓点
拾
遺五
題」
曽田
文
雄
「
興
聖
寺本
大
唐
西
域記
巻

十二の
朱
点」
(い
ず
れ
も
訓
点語
と
訓
点
資
料十
二
等に
参
考すべ
き

もの
が
多い 。
また 、
き
りし
た
ん
版の
活
字
体に
つ
い
て 、
富
永
牧
太
「

き
りt

た
ん
版
文
字
放
||欧

文
印
刷
文
字
篇」(八・
九)
(ピ
プ
リヤ

U

-
m)
は
新
井ト
シ
「き
り
し
た
ん
版
図
字本の
印
行につ
い
て
(五)」

(
同日)
と
共に
その
方面の
研
究で
は
欠か
せ
ない
論
考で
あ
る 。

漢
字
音に
つ
い
て
は
まず
音
義
類の
研
究が
あ
る 。
承暦
紗
本
金光
明
最

勝
王
経
音
義に
つ
い
て
は
上
述の
通り 、
川
瀬
博
士・
小
松
氏等の
解
説や

論
考が
発
表さ
れ
てい
る 。
福田
裏之
介
「
家
蔵
本
大
般
若
音
義に
つ
い

て」
(
岡
山
大学
学
術紀
要日)
は
故
岡井
慎
吾博
士の
遺
稿で
あ
り 、
い

わ
ゆ
る
岡井
本の
所
見で
ある 。
小
谷
真成
「
慧
苑
音
義
音韻
致
||

資
料

の
分
析
1l」(

大谷
大学
研
究
年
報孔)
慧
苑且日
義の
解
説の
後 、
各
漢字

を三
十六
字
母
表に
配
分し
て
唐韻の
反切
を
示し 、
各につ
い
て
音韻の

独
立
過
程な
ど
を
考
察し
た
労
作で
あ
る 。
立日
訳
漢
字の
項
も
悉
曇
蔵や
在

唐記の
それと
共に
比
較
考
察すれば
意
義
深い
もの
が
あろ
う 。

同
氏の

「回55F
文
字
転写経
什
訳
金
剛
経の
漢
字
音」
(名
古屋
大学
文学
部十

周
年
記
念
論
文
集)
は
敦
燈
文
書に
よ
る
中
国
漢
字
音の
考
察で
ある 。
西

蔵
文
字
転写の
もの
との
比
較が
な
さ
れ 、
例えば
軽
唇点目化が
更に一
層

明
瞭に
観
取で
きるこ
と
などの
重
要な
考
察事項の
レ
くつ
か
が
述べ
ら

れ
て 、
前
考と
共に
独
特の
境地
をゆ
く
力
作で
ある 。
鈴木
真
喜
男
「
新

釈
華
厳
経
音
義
私記の
直
音
語
誌」
(
文芸
と
思
想
十八)
は
その
題
詞の

ご
と
く 、

類
音
表記の
全
例を
描げ 、
慧
苑立目
義・
名
義
抄等の
そ
れと
対

比
さ
れ
た
もの
で
ある 。
真
武十嵐
「
中
古
漢
語
音韻の
組
織」(
福
岡
学
芸
大

学
紀
要9)
同
「
中古
漢
語
音韻
形
成の
過
程」(
広
島
大学
中
国
文
哲
語
学

お)
の
前
考は
陸方
言切
韻
序に
お
け
る
軽
重
清
濁の
関
係を
文
鏡
秘
府
論

・
七
音
略に
お
け
る
記
載と
対比し
て 、
それが
それ
ぞ
れの
子
音に
関し

て
強
大・
弱
少の
発
声
法
乃至
聞こ
えに
よ
るこ
と
を等
位の
関
係等よ
り

証
明し 、
更に
我が
上
代
特
殊
仮
名づ
かい
の
字
母
を
通して 、
その
音
価

推
定に
及ほ
さ
れた
論 。
後
考は
天
宝本
唐韻
所
収二
百六
韻につ
い
て
そ

の
分
化の
過
程を
見 、
こ
れ
をわが
上
代
音鎮の
場合に
適
用し
て
お
られ

る 。
従
来の
上
代
特
殊か
なづ
かい
の
音
価
推
定に
お
け
る
等
位
説に
軽
重

を
加味
し
た
が
如
き
感が
ある
が 、
注目
すべ
き
もの 。
三
沢
誇治
郎「五

音
歌の
考
察」
(
甲南
女
子短
大
論
叢4
||

補遺
多
照
|l)
も
期待
さ

れ
る 。
福
永
静
哉「
同一
経
典に
お
ける
字
音
連
濁
現
象の
変
遷」
(女
子

大国
文
十三)
は
西
本
願
寺
依
用の
経
山内に
お
け
る
玄
智・
親
鴛両
点に
よ

る
字
音
速
濁の
奥
向を
史
的に
考
察し
た
論で
ある 。

漢
字の
和
音
につ
い
て
は
小
松
英雄
「
舌内入
声韻
尾と
促
音
との
交
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昭和三十四年における 国 語学界の展望ー音韻および文字一
渉」
(国
文
学
言
語
と
文
芸2) 、
大
野
透
「入
声
語
尾ッ
に
関
する
新
資
料」

(同4)
を
ま
ず
見ょ
う 。

共に
同じ
頃の
相
似た
事
象
を
取
扱っ
て
お
ら

れ
る
が 、
小
松
氏の
の
は 、
石
山
本
大
般
若
経
字抄の
中に
見
ら
れ
る
入
声

表
示の
圏
点の
二
例を 、
図
書
察
本
名
義抄の
そ
れと
比
較し 、
更に
和
訓

に
お
け
る
入
声
点との
交
渉を
考
察し
て 、
促
音は
先
行
音
節か
ら
独
立し

ない
もの
で 、
一
モ
l-7
と
認め
難い 。
促
音
(つ
まる
音)
とい
う

術
語

も
改め
て
定
義し
な
お
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
とい
わ
れ
る 。
大
野
氏の
の
は 、
山

椀記
治
承四
年四
月二
十二
日の
記
事の
中で 、
「
塁」
字の
発
声
法
を
も

と
に
し
て 、
従
来の
t

入
声発
音に
関
する
諸
説
を
批
判し 、
入
声ツ
は
少

くと
も
院
政
末
期
頃まで
は
固
有日
本
語の
ツ
と
同
音に
発
音さ
れ
る
方が

普
通で
あ
り 、

円界
的破
裂品目は
学
者
音で
あっ
たと
され
る
もの 。
結
論
的

に
は
小
松
氏と
対
立
的で
あっ
て 、
両解
釈の
面
目
を
立て
る
為に
は 、
け

だ
し
資
料の
位
相の
異な
り 、

つ
ま
り
は
学
問
的
資
料と
実
用
的
資
料と
の

相
呉 、
更にい
えば
漢
語の
和
化の
程
度に
依る
とい
うべ
きか 。
漢
字
音

の
表
記の
側か
ら
考
察し
だ
もの
に
高
羽五
郎
「
和
名
抄が
漢
語の
語
形
を

表
記
するの
に
用い
た
方
法
を
中
心と
し
て 、
文
字
遣い
か
ら
平
安
時
代の

国
語
化
し
た
漢
字
音を
探るい
と
ぐ
ち
||漢

字
音
考
察の一
||」(金

沢

大
法
文
論
集六)
と
い
う

長い
標
題の
論
文が
あ
る 。
和
名
抄の
字
音語に

つ
い
て 、
その
表
記
上よ
り

見た
徹
底
的
調
査で
ある 。
つ
い
で
な
が
ら
拙

稿
「
草
仮
名に
よ
る
字
音
表
記
||東

大
寺切の
場
合
|||」(文

学
研
究五

八)
もこ
れに
類
似の
調
査で
あっ
て 、
従
来
デ
l

タの
探り
難い
草
仮
名

資
料
を
対
象と
し
た 。
な
お
原田
芳
起
「
源
氏
物
語に
お
け
る
漢
語
業の
位

相」
(松
蔭文
学三
十
四
年)
に
も
その
よ
う

な
取
扱い
が
見
られ
る 。
字

音と
万
葉
仮
名と
の
関
係
を
論じ
た
橋本
四
郎
「こ
と
ば
と
字
音
仮
名
||

上
代の
清
濁を
中
心に
||」(

万
葉犯)
で
は 、
従
来の
研
究が
字母の

清
濁よ
り

直ちに
そ
れに
反
映する
語の
清濁を
決
定する
機
械
的
単
純さ

を
有し
た
点
を
批
判し 、
字
母の
音韻の
正
確な
る
把
握と
語
形
を
構
成す

る一
々
の
音
節
把
握の
二
条
件の
組
合せの
上か
ら
導き
出
され
ねば
な
ら

ない
と
さ
れ
た 。
尤
もなこ
と
で
ある
が 、
現
段
階で
は
なか
なか
複
雑な

難
問
題が
あ
り 、

氏の
方
法の
中に
もそれ
を
映
出
させ
た
部
分が
感じ
ら

れ
る 。用

字の
方面
を
二
三
挙
げ
れば 、
橋本四
郎「
訓
仮
名
をめ
ぐっ
て」

(万
葉お)
は
訓
仮
名と
正
訓
字が
同一
環
境に
現れ
易い
とい
う

観点か

ら 、
用
法を
七通りに
分
類
し 、
その
傾
向を
眺め
られた
もの 。
用
法の

心
理
的な
面ゃ 、
仮
名
自
体の
性
質
等
複
雑な
問
題が
介在
する
と
思わ
れ

る 。
特
殊な
もの
に
瀬
古
確
「人
麿
作
歌並に
歌
集の
用
字」
(文
学語
学

日)
が
あ
り 、

字
数の
上か
ら
用
字
法
を
検
討された
もの
で
ある 。
山田

俊
雄
「
熱田
本
平
家
物
語の
漢
字と
その
用
法の一
側面
114

賛の
用
法を

中
心に
1||」(成

城
文
芸一
八)
は「
賛」
字に
お
け
る「カハ
ル・
ス
ツ」の

訓が
「
替」
字の
誤入か
ら
来た
もの
で
あるこ
と
よ
り 、

用
字は
その
時

代の
展
望
を
得て
は
じめ
て
正
誤を
論
ずぺ
きこ
と 、
更に
は
古
字書類の

登
録の
基
準につ
い
て
再
考すべ
きこ
と
等の
提
唱が
見られ
る 。
同
氏に

は
その
他
「
漢
字
漢
語の
むつ
か
し
さ
||

『周
関』
の
受

T|」(み

す
ず
||補

遺
多
照
||)

が
ある 。
ま
た
少し
趣
きが
変っ
て
伊
藤隆
夫

「ピルマ
国
号
考
||と
くに

緬
旬とい
う

漢
字表記
につ
い
て」(広
島

大文
学
部紀
要日)
は
自
国
語の
富
三口gE
の
漢
字
倍
音で
あるとの
説

で
あ
る 。
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訓
読
お
よ
び
訓
註の
研
究で
は
訓点
語
学の
多
くが
関
連を
持つ
が 、
前



記
大
坪・
曽田
両
氏の
論
点々の
他 、
門
前
正
彦
「
漢
文
訓
読
史上の一
問
題

伺ヒ
ト

よ
りそ
ノへ」
(訓
点
語
と
訓
点
資
料十
こ
は
「
者」
字に
モ
ノ

とい
う

訓が
移っ
た
時
代
を
訓
点
資
料か
ら
推
定
さ
れた
論 。
吉田
金
彦

「
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本六
臣
注
文
選の
訓
点」
(
同十二)
に
お
け
る
語
実
論

的な
傍
訓の
比
較
的
考
察 、
門
前
正
彦
「
成
唯
識
論の
『ざ
りぬ
る』
とい

うよ
み
方につ
い
て」
(
同
十一一)
は
ザ
リヌ

ル
は
打
消
助
動
詞
連
体形ヌ

の
誤
訓の
結
果
生じ
た
もの
で
あ
る
との
説 、
ザル
と
ヌ
との
関
係を
論じ

て
来ら
れた一
連の
もの 。
小
泉
道
「
真福
寺
本
霊異
記
訓
釈
考証」
(
同

十二)
は
真一福
寺
本
霊異
記の
訓
註
全
部を
摘出して
校
奥を
施し 、
関
係

訓
を
補っ
た
手まめ
な
作
業で
ある 。
小
林
芳
規「
及字の
訓
読」(
国
文
学

言
語
と
文
芸2)
は
「
及」
字を
オヨ
ビ
と
訓
むこ
と
は
商
都
喜
多
院
点・
三

論
宗
点に
多く 、

ト
一
:
ト
と
訓ん
だ
北
嶺の
訓
法に
対
峠する 。
訓

読
上南
北の
相
違に
心
すべ
きで
あ
る
とい
う

注
目
すべ
き
好
論で
あ
る 。

丸
山
林
平
「日
本
書記に
お
け
る
訓
註
疏
註の
類につ
い
て」
(
解
釈5)

は
註の
位
置
内
容の
不
統一
を二
三の
方
面よ
り

述べ
ら
れて
あ
る 。

少し
趣
きが
異な
る
が 、
万
葉
訓
話の
方
面を
見ょ
う 。
国
文
学
解
釈と

鑑
賞
(五
月)
の
万
葉
特
集
号に
木
下
正
俊
「
訓
話
批
判H
訓
釈の
きめ

方」とい
う

概
説
的
論
文
もで
て
い
る
が 、
雑
誌
「
万
葉」
の
中か
ら
各
個に

挙げ
れ
ば 、
鶴久
「『乱
れいづ
見ゆ』
か
『乱
れて
いづ
見ゆ』
か」
(
万

葉鈎)
伊
藤
博
「『落
易』
の
訓など」
加
地
伸行・
小
島
憲
之
「『奮
失奴』

考」
(
同出)
西
宮一
民「『見
所
久
思』
考」(
同位)
等が
あ
る 。
鶴
氏は

乱
出
所
見
(一一
了
二
五
六)
を
ミ

ダレ
テ
イ
ヅ
ミユ 、

伊藤
氏は
後
波
務
易

(六・
九八
八)
を
ケヌベ
クモ
ワハ 、
加
地
氏(
小
島
氏
紹
介)
は
誉
突

奴
(
十
六・
三三
八
五)
を
オ
イハ
テヌ 、
西
宮
氏は
見
所
久田山(
十
四 、

三
三
六二)
を
ミソ
クシ
と
訓むこ
と
を
それ
ぞ
れに
主
張さ
れ
る 。
大野

擁
照
「
用字と
用
語
||大

宮之
内二
手所
聞の
訓につ
い
て
||」

(国

語
国
文
研
究臼)
は
二
手(三・
二
三
八)
をニ
テの
訓に
よ
り

存
在の
意

を
持た
せ
るこ
と
を
主
張さ
れ
る 。
その
他
安
津
素
彦
「
天字
訓
読
考」
(

国
学
院
雑誌
五
月)
は
諸用
例か
ら
ア7
が
天の
本
来の
訓で
あるこ
と
を

説か
れ
た
が 、
上
代
音韻の
方か
ら
も既に
同
様な
結
論が
で
てい
る 。
酒

井
貞三
「
皇
考
l1l万

葉集
『皇者
神
商
之
坐者』
の
皇の
訓につ
い
て」

(文
学語
学一
二)
オ
ホ
キ
ミとス
メロ
ギの
用
法上の
差を
指
摘された

もの
で
あ
る
が 、
ス
メロ
ギの
訓が
オ
ホ
キ
ミの

領
域に
移っ
た
時機につ

い
て
は
問
題が
残る
よ
うに

思
う 。

官
字
書
類に
見え
る
音
訓につ
い
ての
研
究に
は
手
固い
力
作が
多い 。

吉田
金
彦「
新
撰
字
鏡と
その
和
訓の
性
質(芸
林
十・
5)
貞
苅
伊
徳
「

新
撰
字
鏡の
解
剖
ーーその

出
典を
尋ね
て
||」

(訓
点
語
と
訓
点資
料

十二)
が
あ
る 。
吉田
氏の
は 、
和
訓は
平
易化し
た
従
属
的
解
説で口
語

的・
古
語
的・
方
言
的で
あ
る
と
い
う

性
格
を
指
摘し 、
貞
苅
氏の
は
反

切 、
四
声注の
有
無 、
注
文 、
標
字等各
方面
よ
り

切
韻 、
野王
玉
籍 、
一

切
経
音
義等
出
典の
部分
を
考
察し
た
もの 。
築島
裕「
訓
点
史上の
図
書

察
本
類
衆
名
義
抄」
(
国
語
学幻)
名
義
抄は
図
書
察
本が
複
製さ
れて
か

ら
著し
く

研
究が
進ん
だ
が 、
こ
の
論
文は
その一
つ
の
ピ
l
ク
で
あ
ろ

う 。
引
用
原
典の
姿が
殆ど
仮名 、
書記
形
態 、
和
訓
等の
面に
忠
実に
あ

ら
わ
れて
い
る
為 、
本
抄引
用の
外
典類に
お
け
る
訓
点は
最
古の
資料と

して
貴重で
あ
り 、

鎌
倉以
後の
訓
点語と
大体
符
合
する
もの
が
あ
る 。

片
仮名の
和
訓
を
持っ
た
音
義が
十
世
紀
末に
は
あっ
たこ
と
等を
実証し

て
お
ら
れ
る 。
広
浜
文
雄
「
国
立
国
語
研
究所 、
慶長
九
年
本
節用
集につ
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い
て」
(
こ
と
ば
の
研
究)
は
第
二
穫
本
の
最
古
本
を
書
誌
学
的
に
他
本
と
比

較
し 、
更
に
仮
名
づ
か
い 、
立日
韻
等
に
説
き
及
ん
で
い
ら
れ
る 。
新
資
料
の

紹
介
と
し
て
は 、
平
岡
定
海
「
類
表
名
義
抄
の
逸
文」
・

中
田
祝
夫
「
新
撰

字
鏡
の
逸
文」
(
い
ず
れ
も

国
文
学
言
語
と
文
芸
2)
が
あ
る 。
前
者
は
東

大
寺
図
書
館
蔵
本
「
自
他
宗
雑
指
示
抄」
の
第
二
紙
に
見
ら
れ
る
実
弘
の
抄

出 、
後
者
は
五
島
氏
本
弥
勅
上
生
経
疏
の
表
紙
裏
に
あ
る
古
書
写
の
抄
出
で 、

天
治
本
と
大
同
で
あ
る
と
い
う 。

以
上
と
趣
き
が
変
っ
て 、
近
世
末
葉
か

ら
現
代
に
到
る
ま
で
の
漢
和
字
書
の
発
達
に
つ
い
て 、
山
田
忠
雄
「
漢
和
辞

典
の
成
立」
(
本
誌
却)
が
あ
る 。
組
織
と
注
記
態
度
の
上
か
ら
史
的
変
遷

の
概
況
を
示
さ
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
論
で
あ
る 。
前
述
諸
橋
博
士
の
「
漢
和
大

辞
典」
の
完
成
を
意
義
づ
け
る
か
の
如
き
も
の
で 、
巻
末
の
「
本
邦
辞
書
史

概
説
付
表

111
会
玉
篇
か
ら
漢
和
辞
典へ

llL
も
又
貴
重
な
漢
和
字
書
目

録
で
あ
る 。

昭和三十四年における国語学界の展望ー音韻および文字一

原
稿
締
切
後
恵
与
さ
れ
た
も
の
お
よ
び 、
特
に
紹
介
を
要
す
る
数
篤
に
つ

い
て
し
る
す 。

( .
珊んm
pr肘何

年)

前
田
正
人
「
い
わ
ゆ
る
国
語
の
音
韻
体
系
に
つ
い
て」
(
神
大
研
究
集
録

却)
は
同
氏
の
前
考
「
音
素
に
つ
い
て」
(
向
上
U)
の
続
篇
で 、
音
声
論
的

既
述
の
如
く
「
送
り
が
な
の
つ
け
方」
が
七
月一
日
内
閣
訓
令
第一
号
と

し
て
公
布
さ
れ 、
こ
れ
に
前
後
し
て 、
種
々
な
る
関
係
意
見
が
提
出
さ
れ
た

が 、
国
語
問
題 、
国
語
教
育
に
関
す
る
も
の
と
し
て
こ
こ
で
は
割
愛
さ
せ
て

頂
く 。
た
だ
し
本
稿
は
「
送
り
が
な
の
つ
け
方」
に
必
ず
し
も
従っ
て
い
な

い
が 、
そ
れ
は
別
に
わ
た
く
し
の
主
義
主
張
に
よ
る
も
の
で
は
な
い 。

遺

補

な
調
音
面
即
ち
発品目
と 、品目
韻
的
な
聴
手
の
二
面
か
ら
そ
の
性
格
を
把
え 、
聴

手
が
音
節
の
示
差
を
意
識
す
る
の
は
音
節
単
位
で
あ
っ
て 、
こ
の
意
味
に
お

け
る
音
額
は
音
素
に
ま
で
分
析
す
る
必
要
が
な
い
と
す
る 。
音
韻
の
見
解
に

議
論
の
余
地
も
あ
ろ
う

が 、
浜
田
敦
氏
の
音
語
論
と
共
に
注
目
す
べ
き
説 。

三
沢
誇
治
郎
「
五且H
歌
の
考
察」(
甲
南
女
子
短
大
論
鍛
四)
は
歌
舞
伎
年

代
記
所
載
「
外
郎
売」
の
科
白
「
ゐ
わ
や
喉
の
歌」
(
五
音
歌)
の
内
容
を

悉
曇
学 、
切
出眼
学 、
五
十
音
図 、
等
の
音
韻
観
の
上
か
ら
分
析
し
て 、
結
局

後
二
者
と
の
関
係
の
深
い
こ
と
を
証
し 、
そ
の
初
歩
的 、
便
宜
的
中
間
性
を

指
摘
さ
れ
た 。
拙
稿
「
続
『
三
宝
絵
詞
東
大
寺
切
管
見』

||{子
音器開
の
表

記
に
つ
い
て

||」
(*
国
語
国
文
三
O
五)
は
前
記
「
草
仮
名
に
よ
る
字

音
表
記」
(
文
学
研
究
五
八)
を
仮
名
点
と
の
比
較
に
よ
り

詳
述
し
た
も
の

で
あ
る 。

こ
ま
つ
ひ
で
お
「
平
安
末
期
畿
内
方
言
の
音
調
体
系
(
E)」
(
*

国
語
学

ω)
は
先
述(
I)
(
国
語
学
叩)
に
続
く

後
半
で 、
論
の
主
要
部
で
も
あ
る 。

最
勝
王
経
音
義
の
中
に
あ
る
下
降
調
語
実
に
つ
き
図
書
察
本
名
義
抄
の
用
例

等
を
援
用
し
て 、
今
日
の
近
畿
方
言
の
第
五
類
音
調
と
の
対
応
を
認
め 、
そ

の
推
移
を
そ
れ
ぞ
れ
の
裂
に
お
い
て
論
じ 、
耳目
節
毎
に
各
品
詞
に
わ
た
っ
て

論
及 、
古
代
日
本
語
に
お
け
る
下
降
音
調
の
占
め
る
重
さ
を
説
き 、
こ
の
様

な
背
調
表
記
が
法
相
宗
(
喜
多
院
点)
と
関
係
す
る
こ
と
を
述
べ
た 。
先
述

グ
神
父
の
地
理
的
ア
研
究
と
共
に
史
的
ア
研
究
で 、
そ
の
方
面
の
双
壁
を
な

す
も
の 、
論
理
的
に
も
極
め
て
慎
重
で 、
啓
発
さ
れ
る
所
の
多
い
好
論
文
で

あ
る 。木

村
邦
夫
「
平
仮
名
の
発
生
と
そ
の
字
源」
(
神
大
研
究
集
録
加)
は
古
筆

の
書
体
か
ら
の
考
察
で 、
「
へ
・
フ」
の
字
源
等
ゃ 、
主
観
的
な
感
が
あ
る 。
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中川
芳
雄
「
文
字
論の
展
開
||個

字
対
象
論よ
り
表
現
文
字
論へ
||」

(本
静
岡
女
子
短
大
紀
要
六)
文
字
表
記の
心
理
的
面を
把
えた
論 。
山田

俊
雄
「
漢
字
漢
詩の
むつ
か
し
さ

||『同
関』
の
場
合
||」

す
み
す
ず

日)
一
周
忌の
意味の
周
関(
開・
関・
関)
の
字
面と
音
と
の
混
用
を
説

ノ\
。
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国
外に
お
け
る
研
究と
し
て
の
E円72
4
3nr
τ
32R
ZHU
Z
52r

同
(
巴
勾)
弓
(H
SU)
(
g
Eg母ロ)
は
古
代
音
韻の
史
的
研
究に
お
い

て
驚
異
的
大
著 。
日
本お
よ
び
中
国の
最
近の
論
文まで
よ
くこ
な
し 、
利

用し
て
い
る
点で
は
恐
畏に
価する 。
本
場
本国の
学
界
も
安
閑と
で
き
な

い
時
代の
再
来を
恩わ
せ
る 。
早く
完
訳が
公に
さ
れ
るこ
と
を
期
待
して

こ
の
項
を
終る 。

「
こ
れ
を
要
す
る
に
昭
和
三
十
四
年
度
に
お
け
る
国
語
音
韻
と
文
字
の
学

は
」

な
ど
と
見
得
を
切
る
こ
と
は
止
め
よ
う
。

そ
れ
よ
り
も
何
と
い
ろ
い
ろ

な
美
し
い
花
が
こ
の
学
問
の
野
に
は
咲
き
乱
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し

か
も
手
の
届
か
な
い
高
い
所
に
ま
で
・

。

わ
た
く
し
共
は
ど
う
や
ら
国
語

と
い
う
祖
先
伝
来
の
問問
屋
の
中
だ
け
に
安
住
で
き
な
く
な
っ
た
よ
う
だ

。

数

学
・

物
理
学
・

也
子
工
学
・

医
学
・

生
理
学
・

心
理
学
・

哲
学
・

諸
外
国
語

・

芸
能
等
々
い
わ
ば
学
問
の
オ
ー

ル
7

イ
テ
イ
の
要
求
さ
れ
る
時
が
漸
く

近

づ
い
て
い
る
よ
う
だ

。

き
り
と
て

、

む
か
し
仏
道
修
業
に
ま
ず
乗
馬
や
早
歌

と
い
う
も
の
か
ら
始
め
た
徒
輩
の
二
の
舞
は
演
じ
た
く
も
な
い

。

非
才
を
か

と
ち
な
が
ら
筆
を
摺
く
に
際
し
、一

稿
中
に
犯
し
た
非
礼
を
謝
し 、
東
京
に

京
都

に
、

ま
た
と
こ
九
州
に
図
書
雑
誌
等
閲
覧
の
使
を
お
計
り
い
た
だ
い
た
各
位

に
深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る

。

||
九
州
大
学
助
教
授

||


